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国際ロータリー第2660地区

1991～ '92年度 合同地区委員会

プ ロ グ ラ ム

1991年 7月 13日 (土 )

会場 :新阪急ホテル

進行 :地区代表幹事

登録 9:30～

2階 紫の間

土 井 正 裕

10:00 開会 。点鐘

ロータリーソング「奉仕の理想」

本 会 議

就任挨拶 。参加者紹介

退任ご挨拶

委員会本年度の方針と活動

本 会 議
委員会本年度の方針と活動

ガバナー 菅 生 浩 三

10:05～ 11 :45

11 : 45～ 12 : 45 休憩・昼食

ガバナー

直前ガバナー

各委員会

菅 生 浩 三

廣瀬勘一郎

委 員 長

12 : 45～ 14 : 15

14: 15～ 14:30 休   憩

14:30～ 15 : 25

15:25

各委員会 委 員 長

本 会 議

委員会本年度の方針と活動

地区資金の運用について

地区年次大会について

閉会の挨拶

ロータリーソング「手に手つないで」

ガバナー 菅 生 浩 三

各委員会

財務委員長

委員長

委 員 長
西 田 文 明

鴻 池 藤 一

15:30 閉会 。点鐘 ガバナー 菅 生 浩 三



合同地区委員長会議開催に当って

ガバナー 菅 生 浩 三

1991～ '92年度のRIテ ーマ及びラジェンドラ・ K・ サブー会長のご方針並びに

第 2660地区の活動方針につきましては、 4月 27日 の次期地区委員長会議と5月 18日

の地区協議会の席上で発表させて頂きましたが、新しい年度の発足でございますので、委

員長はじめ各委員の皆様方にご理解を深めて頂き、各委員会のご活動の活性化をはかって

頂きますために、要約してご説明をさせて頂きたいと存じます。

本年度のRIのテーマは、「自分を超えた眼を」でございます。 英 文では「 Look

Beyond Yourself」 であります。このテーマは、私どもが真の意味における「他者へ

の本仕」に到達するための基本的な前提として、ラジェンドラ・ K・ サブーRI会長によ

って私どもに要請されました。同会長は、私どもすべてが自らの心の底を見つめるとき、

自我を超えた無私の内なる力、自分を超えた眼を持つ力を持つことに気付くものであり、

この自分を超えた眼こそ、社会への夢と使命感の自覚を通じて、真の奉仕の理想の実現へ

と私どもを導くものであると述べていられ、さらに、そのような眼は、達成すべき目標の

設定とその実現に必要な行動へと私どもを導くものであると指摘されました。具体的には、

(1)ク ラブ奉仕の部門では、親睦、増強その他の委員会活動への積極的参加によってクラブ

を善への効果的戦力とすること、(2)職業奉仕の部門では、四つのテストとロータリアンの

職業宣言により、個人的にまたクラブとして他の人々の物心両面に亙る生活の質の向上は

勿論、職業指導や失業対策、職業活動面でのボランティア活動への参加などを推進するこ

と、(3)社会奉仕の部門では、ローターアクト、ィンターアクト、ロータリー村落共同隊、

ロータリアンの家族などの協同奉仕とともに、人間尊重、環境保全、地域発展、薬物濫用

防止、高令者への奉仕、機能的文盲への教育、地域的規模及び世界規模の飢餓の終結など

に関するプログラムを計画して実施すること、(4)国際奉仕の部門では、ロータリー財団の

支援をはじめとして、世界社会奉仕、青少年交換、ロータリー友情交換、世界親睦活動な

どのプログラムを推進して参加することなどの一般的諸活動も、自分を超えた眼で見つめ

直すとき、さらに一層の活性化がはかられると述べられるとともに、「われらの天体、地
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球の保全」(Preserve our Planet Earth)な る地球環境保全問題を、前年度

から引続き本年度も最重要プロジェクトとして継続して推進される旨を述べていられます。

私は、このようなRIのテーマとラジェンドラ OK・ サブー会長のご方針を踏まえ、当

第 2660地区における本年度の運営の基本方針を、ロータリー活動の一層の活性化をはか

ることにおき、その要点を次の諸点において参りたいと存じます。

1.ま ず、ロータリーヘの理解をさらに深めて頂くこと。

ロータリー活動の一層の活性化は、私ども会員の一人一人がロータリーの存在意義自

体にかかる根本的な理解と認識とをさらに一層深めることから始まるものと考えます。

2.次に奉仕活動の現状について十分な認識を共有して頂くこと。

ロータリー活動の一層の活性化は、私ども会員の一人一人が、地区内外は勿論、さら

に広域的規模で行われている各種奉仕活動の現状と実態について、具体的でかつ正確な

認識を共有して頂くことによって裏付けられるものと考えます。

3.さ らに、奉仕活動の現在及び将来のあり方について、検討と準備に着手して頂くこと。

ロータリーの一層の活性化は、私どもを取巻く社会的諸環境が地球的規模で急激に激

変しつつある今日の社会の実態に則し、私どもの奉仕活動がこれを充足しこれに即応で

きるように必要な検討と準備にすることによってのみ、その存在意義と将来が約束され

るものと考えます。

私は、以上の運営方針に基づき、地区の諸活動全般の活性化をお願い致しますとともに、

就中次の諸点の推進に一層のご尽力を賜りたいと存じます。

1.ロ ータリー情報、就中ロータリーにかかる基本的理解を深め奉仕活動の現状認識の充

実をはかり、その目的に資するため、地区規定情報委員会に卓話銀行を、また地区広

報雑誌委員会にビデオ・ スライド銀行を各設置してその運営を実施すること。

2.会員数 3%の純増と退会の防止、就中会員数が 50名に満たないクラブの増強を実現

すること。

3.少なくとも2ク ラブを拡大すること。

4.対外広報活動を活性化すること。

5.下記諸活動の継続的実施をはかるとともに、地域の古来のまた新しい社会的諸問題に

外部意見を交えて地域的規模の総合的検討を加え、新規プログラムを発見し推進するた
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めに、地区社会奉仕委員会に地域対策室を設置してその運営を行うこと。

記

① 違法駐車追放その他の職業奉仕活動

② 心身障害者及び高齢者その他の人間尊重プログラム

③ 地域の発展にかかるプログラム

④ 地域環境及び地球環境の保全及び改善

⑤ ボランティア活動の推進

⑥ ローターアクト、インターアクト、ライラその他の青少年奉仕活動
6.世界社会奉仕、青少年交換、国際交流、平和プログラムを充実し、ロータリー友情交

換及び世界親睦活動の推進に着手すること。

7.オ ルランド国際大会への参加を促進すること。

8.前年度に引続き、ロータリー財団への寄付 1人あたりloo$の 目標額を達成すると
ともに、シェァoシステムの実施に伴う支援の強化並びに奨学生の派遣と受入及び資金

の利用にかかる具体的方法を策定して実施すること。

9.研究グループ交換の受入の充実をはかること。

10.米山奨学部門を独立部門としてその活動を強化し、寄付 1人あたり18,000円の目

標額を達成するとともに、寄付の増進と制度のあり方にかかる検討に着手すること。

11.ロ ータリー財団及び米山奨学会の学友組織の整備と強化を行うこと。

12.各種月間の活動を充実すること。

13.RI会長の意義ある業績賞及び地区表彰に積極的に対応すること。
14.各種クラブ委員長会のあり方を検討すること。

15.ガバナー月信の改善に努めること。

地区の各委員会におかれましては、すでに本年度の活動にかかる方針を樹立されてい

ることと存じますが、適確な充実した委員会活動の実現をはかるため、委員間のコミュ

ニケーション及び情報の交換を深めて頂き、円滑な委員会の内部運営と組織の活性化に

努めて頂きますとともに、地区内各ロータリークラブの関係委員会との積極的なコミュ

ニケーションの維持と相談及び助言などの調整に努めて頂き、地区全体としての奉仕活

動の充実と活性化にご尽力を賜りたいとお願い申し上げる次第でございます。
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